
導入事例

ライセンス体系

ベースライセンス

¥52,500

¥52,500

オプションライセンス

追加ユーザーライセンス

+10user +10blog

5user / 5blog

¥52,500

+50user +50blog ¥210,000

¥210,000
+100user +100blog ¥315,000

サブドメイン拡張ライセンス

独自ドメイン拡張ライセンス

メインでライセンスを登録するサーバ名以外で、サブドメイン
を分けてブログを追加できるライセンスです。（※）

ベースライセンスの 5user / 5blog にさらにユーザー数、ブログ
数を追加できるライセンスです。

a-blog cms をご利用いただくための基本となるベース
ライセンスです。5user / 5blogがご利用いただけます。
a-blog ではバナー表示が必須でしたが、a-blog cms
ではバナーを表示しなくてもご利用いただけます。

※ サーバの設定で同じディレクトリに対して複数のドメイン（サブドメイン）が設定できる必要があります。

メインのサイトとは別の URL でブログ ( サイト ) を公開できる
ライセンスです。（※）

有限会社 アップルップル
〒460-0003
愛知県名古屋市中区錦 2-8-11 セイノー伏見ビル 6F

TEL:052-221-7300　/　FAX:020-4665-4300

「選手紹介」や「試合結果」といった、野球部のサイトならではの特殊
な入力項目を、手軽に更新管理できるようなシステムを a-blog cms を
使って構築しました。

新着情報のみ a-blog を使用していたサイトを a-blog cms へ移行し、
あらゆる部分を更新できるようリニューアルしました。資料データベー
スは専用のモジュールを用意し、細かい検索ができるようにしました。

http://www.jproject-bbc.jp/ http://iccs.aichi-u.ac.jp/
ICCS国際中国学研究センタージェイプロジェクト硬式野球部

開発元 http://www.a-blogcms.jp

Web制作者のためのCMS

Mail: info@a-blogcms.jp このパンフレットの内容は、2009 年 6月現在のものです。



が解決する

つのポイント

独自の項目を追加することを可能

にした「カスタムフィールド」。

Web ページ内で編集可能にした

い部分に決められた構文を書き、

投稿画面に入力フォームを追加す

るだけで、Web コンテンツの内

容に合わせたシステムを構築する

ことができます。

これで表示されているコンテンツ

部分はもちろん、管理ページ・

投稿画面もシステムのカスタマイ

ズが可能です。コンテンツの内

容に合わせた動的なシステムを柔

軟に作り上げることができます。

サイト更新をフォームから行うこ

とはもちろん、a-blog cms では

思った通りのレイアウトにしやす

い更新画面になっています。

テキストや画像、地図や動画を

載せたり、ファイルをアップロー

ドするなど、様々な形式のコンテ

ンツ掲載や、セレクトボックスで

選択するだけで各項目のレイアウ

トも可能です。フォームの数や項

目は、更新に必要なものだけを

設定できる

ので、シン

プルなイン

ターフェース

が実現でき

ます。

機能をパーツ毎にまとめた「モ

ジュール」を使えば、新着情報

やトピックパスなど、様々なコン

テンツをページの好きな場所で、

簡単に動的表示できます。

この機能を使えば、複雑な移行

作業をすることなく、静的な

Web サイトを a-blog cmsでその

まま表示して、更新頻度が高い

コンテンツだけ動的にする、と

いった柔軟な対応が可能です。

a-blog cms のインストールは、

わずか 5ステップで完了します。

a-blog cms のカスタマイズは、

HTML と CSS の基本的な知識が

あれば、複雑なプログラムの知

識は不要です。

基本的にテンプレートは HTML

で構成されていますので、管理

ページとHTMLファイルを操作す

るだけでシステムのカスタマイズ

が可能です。

Dreamweaver でテンプレートを

編集する際にも、デザインビュー

の表示が崩れないように配慮さ

れているので、最終的なレイアウ

トに近い形でテンプレートを編

集できます。

a-blog cms ならテンプレート上

に、フォームモジュールを追記す

るだけで、高機能なフォームを

使用できます。

入力ステップや入力項目のカスタ

マイズも自由自在。いくつでも設

置できて、複数のフォームを管

理ページから一括で管理できま

す。必須項目や数値などの入力

チェックや、メールヘッダーの詳

細な設定も行えます。

フォームから送られた情報はメー

ル送信だけでなく、データベース

に蓄積し、CSV ファイルとしてロ

グを取得することも可能です。

SEO 対策では、sitemap.xml を

動的出力し、自動的に検索エン

ジンにサイト構造や更新情報を

報告することができたり、Ping

送信機能を使って更新情報を

様々な Ping サーバーに送り更新

した記事を多くの人に知らせるこ

とができます。

LPO 対策としては、ランディング

ページを作成したり、検索キー

ワードに対応した表示結果を動

的に出力し、よりユーザーにとっ

て必要な情報を提供することが

できます。

a-blog cms は、有料ライセンス

での導入サイト数 2,000 サイト以

上の a-blog の後継で、豊富な実

績をもとに、更新のしやすさ、カ

スタマイズの自由さを受け継ぎ開

発されました。a-blog の特長で

ある簡易性を最大限に活かし、

更新作業が誰でも簡単に行えるよ

うに設計されています。

制作においては、コンテンツの内

容に合わせた動的なシステムを柔

軟に作り上げることができる、利

用する方にも制作する方にもやさ

しい CMSとなっています。

a-blog cms で実際にサイト制作し

て感じたのは「こんなに簡単に作り

たかったサイトができてしまった」

ということです。カスタムフィール

ドの追加から管理画面のデザインま

で、全てが HTML＋CSS で完結し

ているため作業時間は大幅に短縮さ

れました。

運用面でも、モジュールの動作を管

理画面で変更できるため、HTML を

編集する必要がありません。管理者

もユーザーも自由にサイトの表示内

容を試行錯誤できるのがいいですね。

制作から運用まで、a-blog cms を

通じて得られる「柔軟性」「低コスト」

というメリット

はお客様への強

力な提案材料に

なっています。

CMSって便利だけど

結局決まったカスタマイズしか

できないんだよね

プログラムとか

よく分からないんだけど…
CMS導入って大変そうWebに詳しくない

クライアントでも

更新できるか不安です

フォームを使いたいけど

追加の費用や設置の作業が…

検索サイトで上位に

表示されたい！

誕生したばかりって

実績がないってこと？

カスタマイズが
自由自在

静的サイト
からの導入

更新画面が
分かりやすい

フォーム機能は
標準搭載

プログラミング
不　要

SEO・LPO
を考慮

themes

　　　の
遺伝子を
受け継ぐ

データファーム
勝又 孝幸 さん

クライアントの要求に応える機能性

と簡単・便利な操作性を、低コスト

で実現した a-blog cms に高い可能

性を感じています。

サイトに必要な機能は、あらかじめ

用意されたルールやモジュール、強

力なインクルード機能を利用し、プ

ログラムの知識が無くても簡単に実

装できました。また、静的な HTML

で構成されたサイトが簡単に取り込

める事や、一度制作した機能もパー

ツとして再利用できますので、制作

効率が良くコスト削減にもつながっ

ています。a-blog cms は、すでに

制作現場に欠か

せないツールの

ひとつになって

います。

アイデアソース
新　謙二 さん

利用者の声

http://www.ideasource.jp/

http://www.datafarm.jp/

データファーム
勝又 孝幸 さん

アイデアソース
新　謙二 さん
http://www.ideasource.jp/

http://www.datafarm.jp/

a-blog cms は、Web 制作会社が作った CMS。

つまり、制作者のみなさんが本当にほしい機

能や、こうあって欲しいという機能を盛り込

みました。さらに、テンプレートには特殊な

タグを必要としないため、Dreamweaver など

のオーサリングソフトの描画を妨げません。

利用する方はもちろん、制作する方にも、う

れしい CMS でありたい。a-blog cms は Web

サイトに関わるみなさんの CMSです。

これまで、お客様のサイトを制作する際に

CMS のカスタマイズというプランは多々あっ

たかと思います。その際には案件にあった

CMSの選定をし、必要なプラグインをそろえ、

大変なカスタマイズをする……。そんな流れ

があったのではないでしょうか。

Web制作会社が作ったCMS
だから使いやすい
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